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2019年度　東京未来大学入学者選抜試験
一般入試　C日程（3月6日実施）

国 語

【注意事項】

 1  試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。

 2  試験時間は1科目60分です。

 3  原則として、途中退出は認められません。試験中に気分が悪くなった人や、 
トイレに行きたくなった人は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。

 4  試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページ落丁・乱丁及び汚れ等に気付いた場合
は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。

 5  試験開始の合図の後、受験番号・氏名を、問題冊子と答案用紙の該当欄にそれ
ぞれ正しく記入してください。

 6  解答は、シャープペンシル又は鉛筆で記入してください。

 7  問題冊子の余白等は適宜利用してもかまいませんが、どのページも切り離して
はいけません。　

 8  「やめ」の合図があったら速やかに筆記用具を机上に置いてください。

 9  試験終了後、問題冊子、答案用紙はすべて回収します。

10  その他、必ず監督者の指示に従ってください。

受験番号

氏　　名
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

�

（
山
本
夏
彦『
二
流
の
愉
し
み
』よ
り
）　

Ｉ
現
代
文
　
一
般
入
試  

C
日
程（
3
月
6
日
実
施
）

本　

文　

省　

略
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文
章
中 

─
─ 

線
ア
か
ら
ウ
の
漢
字
の
読
み
方
を
、す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　
ア
　
陳
れ
ば
　
　
　
　
　
イ
　
排
斥
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
調
法

　　　
　
文
章
中
の（
①
）・（
②
）・（
③
）に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、次
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　　　　
　
文
章
中
の「
Ⅰ
」・「
Ⅱ
」・「
Ⅲ
」に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、文
章
中
の
他
の
部
分
か
ら
探
し
て
、「
Ⅰ
」は
漢
字
三
文
字
で
、「
Ⅱ
」・「
Ⅲ
」は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
漢
字
二
文
字
で
答
え
な
さ
い
。　

　
　
次
の
ア
か
ら
オ
の
文
に
つ
い
て
、筆
者
の
主
張
に
合
う
も
の
に
は
○
、異
な
る
も
の
に
は
×
を
つ
け
な
さ
い
。

　　
　
　
ア
　

A
老
人
の
年
賀
状
は
、
巻
紙
に
毛
筆
で
、
真
心
の
こ
も
っ
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
丁
寧
な
年
賀
状
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
は
残
念

　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
イ
　
祝
儀
不
祝
儀
の
席
で
は
、頭
の
一
つ
二
つ
さ
げ
て
お
し
ま
い
に
す
る
。そ
の
方
が
、く
ど
く
ど
言
う
よ
り
も
気
持
ち
が
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
ウ
　
紋
切
型
は
、空
々
し
く
て
、内
容
が
な
く
、個
性
が
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、世
の
中
は
、紋
切
型
で
十
分
通
用
す
る
。

　
　
　
エ
　
内
容
が
あ
れ
ば
、表
現
は
自
然
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。だ
か
ら
、ま
ず
、豊
か
な
内
容
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
オ
　
紋
切
型
の
表
現
を
身
に
つ
け
、そ
こ
に「
実
」を
加
え
る
と
、紋
切
型
の
表
現
が
、効
果
的
に
相
手
に
伝
わ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　

一二

ア
　
そ
の
う
え
　
　
　
　
イ
　
な
ぜ
な
ら
　
　
ウ
　
た
と
え
ば
　
　
エ
　
た
め
に

オ
　
と
こ
ろ
が
　
　
　
　
カ
　
た
し
か
に
　
　
キ
　
で
は
　
　
　
　
ク
　
も
し

三四
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次
に
示
す
一
段
落
が
、本
文
中
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。正
し
く
挿
入
し
た
場
合
、後
に
続
く
段
落
の
最
初
の
五
文
字
を
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　　 五
　
　
　
　

　
お
天
気
の
話
も
古
く
な
ら
な
い
。イ
ン
テ
リ
は
時
候
の
挨
拶
に
何
の
意
味
が
あ
ろ
う
と
非
難
す

る
が
、
人
は
意
味
あ
る
話
ば
か
り
は
し
な
い
。
天
気
の
話
、
野
球
の
話
、
ゴ
ル
フ
の
話
─
─
ほ
と

ん
ど
内
容
の
な
い
話
を
す
る
の
は
、
犬
が
犬
を
か
ぎ
あ
う
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
相
手
の
智
力
、

体
力
、資
力
を
さ
ぐ
っ
て
本
題
へ
は
い
る
た
め
で
あ
る
。
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Ⅱ

	

次
の
①
か
ら
④
ま
で
は
、カ
タ
カ
ナ
の
箇
所
を
漢
字
に
、⑤
か
ら
⑧
ま
で
は
傍
線
部
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。な
お
、漢
字
及
び
ひ
ら
が
な
は
丁
寧
に

書
き
な
さ
い
。

　
　
　
①
　
事
件
の
カ
ク
シ
ン			



⑤
　
鏡
に
姿
を
映
す
。

　
　
　
②
　
ホ
ウ
フ
を
語
る
。			



⑥
　
時
間
を
割
く
。

　
　
　
③
　
考
え
方
の
ソ
ウ
イ			



⑦
　
克
己
心

　
　
　
④
　
利
益
の
ツ
イ
キ
ュ
ウ		



⑧
　
相
手
を
凝
視
す
る
。

　　

	

次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
一 

文
字
を
書
き
、こ
と
わ
ざ
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　　
　
　
①（
　
　
）の
上
に
も
三
年

　
　
　
②
魚
心
あ
れ
ば（
　
　
）心

　
　
　
③
貧
者
の（
　
　
）灯

　
　
　
④（
　
　
）つ
鳥
あ
と
を
濁
さ
ず

　
　
　
⑤
馬
の
耳
に（
　
　
）仏

一二

言
語
事
項
　
一
般
入
試  

C
日
程（
3
月
6
日
実
施
）
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次
の
① 

・
②
は
、
二
文
字
の
熟
語
で
あ
る
。
①
・
②
そ
れ
ぞ
れ
と
同
じ
意
味
的
構
成
を
も
つ
二
文
字
の
熟
語
を
、
後
の
ア
か
ら
コ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ�

一
つ
ず
つ
選
ん
で
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　

　
ア
　
船
出
　
　
イ
　
公
私
　
　
ウ
　
記
述
　
　
　
エ
　
手
足
　
　
オ
　
注
意

　
カ
　
増
設
　
　
キ
　
新
人
　
　
ク
　
実
行
　
　
　
ケ
　
不
審
　
　
コ
　
作
文

三

①「
炎
上
」　
　
　
②「
曲
線
」
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本　

文　

省　

略

　
　（
ア
）「
東
路
」、（
イ
）「
額
」、（
ウ
）「
九
月
」の
読
み
方
を
、す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
、現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
な
さ
い
。な
お
、（
イ
）、（
ウ
）は
、そ
れ
ぞ
れ「
ひ

　
　
た
い
」「
く
が
つ
」で
は
な
い
読
み
方
で
答
え
な
さ
い
。

　
　（
Ⅰ
）「
あ
ん
な
る
」は
、
次
の
よ
う
に
文
法
的
に
説
明
で
き
る
。
空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。

　
　
　

ラ
行
変
格
活
用
動
詞「（　

ア　

）」の
連
体
形「
あ
る
」の
撥
音
便「
あ
ん
」と
、
伝
聞
の
助
動
詞「（　

イ　

）」の
連
体
形「
な
る
」が
結
び
つ
い
た
も
の
。

一二

古
文
　
一
般
入
試  

C
日
程（
3
月
6
日
実
施
）

Ⅲ　
　
　
　
次
の
古
文
を
読
ん
で
、 

各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

�

（『
更
級
日
記
』よ
り
）
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　（
①
）か
ら（
③
）の
動
作
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
動
作
か
。
次
の
ア
か
ら
オ
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　
　

ア　
（
奥
つ
方
に
）生
ひ
出
で
た
る
人　
　
　

イ　

姉
、
継
母
な
ど
や
う
の
人
　々
　

　
　
　
　

ウ　

光
源
氏　
　
　
　
　

エ　

薬
師
仏　
　
　
　
　
　
　

オ　

い
ま
た
ち

　
　
問
題
の
文
章
中
に
、一
箇
所
、「
　
」を
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
が
あ
る
。そ
れ
は
ど
こ
か
。は
じ
め
と
終
わ
り
の
三
文
字（
句
読
点
を
含
ま
な
い
）を

　
　
書
き
抜
き
な
さ
い
。

　
　（
Ⅱ
）「
そ
の
物
語
、
か
の
物
語
」と
あ
る
が
、
問
題
の
文
章（『
更
級
日
記
』）以
前
に
書
か
れ
た
物
語
を
、
次
の
ア
か
ら
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

平
家
物
語　
　

イ　

源
氏
物
語　
　

ウ　

竹
取
物
語　
　

　
　
　
　

エ　

宇
治
拾
遺
物
語　
　

オ　

曽
我
物
語

　
　（
Ⅲ
）「
門
出
し
て
」
と
あ
る
が
、
そ
の
時
間
帯
は
、
い
つ
頃
か
。
次
の
ア
か
ら
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　
　
ア
　
早
朝
　
　
　
　
イ
　
昼
間
　
　
　
　
ウ
　
夕
方
　
　
　
　
エ
　
夜
　
　
　
　
　
オ
　
夜
中

三四五
　
　
　
　

六

問
題
は
以
上
で
す
。


